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南九州市ロゴマーク等の使用に関する要綱 

 

（趣旨） 

第１条 この告示は，南九州市ロゴマーク及びキャッチコピー（以下「ロゴマー

ク等」という。）を使用する場合の取扱いに関し必要な事項を定めるものとす

る。 

（ロゴマーク等のデザイン等） 

第２条 ロゴマーク等のデザイン，パターン及び色は別表のとおりとする。 

２ ロゴマーク等に関する一切の権利は，南九州市（以下「市」という。）に属

する。 

（使用の届出等） 

第３条 ロゴマーク等を使用しようとする者は，新聞，テレビ，雑誌その他の報

道関係機関が報道目的に使用する場合を除き，事前に南九州市長（以下「市長」

という。）に届出を行わなければならない。 

２ 前項の届出を行う者は，ロゴマーク等使用届出書（第１号様式。以下「届出

書」という。）に次に掲げる書類を添えて，市長に提出しなければならない。 

⑴ ロゴマーク等の使用内容が分かる資料 

⑵ その他市長が必要と認める書類 

３ 前項に規定する届出書を提出した者（以下「使用者」という。）は，同項に

規定する届出書を提出した後，最初に到来する３月31日までの間，ロゴマーク

等を使用することができる。ただし，毎年３月31日までに，市から連絡がない

場合は，使用の期間を１年間延長できるものとする。 

 （届出内容の変更等） 

第４条 使用者が届出の内容について追加又は変更しようとする場合は，前条第

２項各号に定める書類を添えて，あらかじめロゴマーク等使用変更届出書（第

２号様式。以下「変更届出書」という。）を市長に提出しなければならない。 

（使用の制限） 

第５条 市長は，届出書又は変更届出書においてロゴマーク等の使用内容が次の

各号のいずれかに該当すると認められる場合は，当該届出書又は変更届出書を

受理しないものとする。 

⑴ 法令又は公序良俗に反する場合 

⑵ 市の信用又は品位を害する場合 

⑶ 第三者の利益を害する場合 

⑷ 特定の個人，政党若しくは宗教団体を支援し，又は支援するおそれがある

場合 

⑸ 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和23年法律第122
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号）第２条に定める営業を行う者が使用する場合 

⑹ 南九州市暴力団排除条例（平成24年南九州市条例第28号）第２条第２号に

規定する暴力団員（以下この号において「暴力団員」という。）又は同条第

１号に規定する暴力団若しくは暴力団員と密接な関係を有する者が使用する

場合 

⑺ ロゴマーク等の使用によって誤認又は混同を生じさせるおそれがある場合 

⑻ ロゴマーク等のイメージを損なうおそれがある場合 

⑼ ロゴマーク等の変形その他ロゴマーク等の使用が適当でない場合 

（使用料） 

第６条 ロゴマーク等の使用料は，無料とする。  

（使用上の遵守事項） 

第７条 使用者は，次に掲げる事項を遵守しなければならない。 

⑴ 届出を行った使用内容のみに使用すること。 

⑵ 当該使用に係る物件の完成品を提出すること。ただし，提出が困難なもの

については，写真を提出すること。 

⑶ 前２号に掲げるもののほか，別に定める南九州市ロゴマーク等使用ガイド

ラインを遵守すること。 

（使用状況等の報告又は調査） 

第８条 市長は，使用者にロゴマーク等の使用状況等について報告させ，又は調

査することができるものとする。 

（使用の差止め） 

第９条 市長は，次の各号のいずれかに該当すると認められる場合は，使用者に

対し，使用の差止めの措置及びロゴマーク等使用差止通知書（第３号様式）の

送付をするとともに，使用物件等の回収等の措置を請求することができる。使

用者は，ロゴマーク等の使用を差し止められた場合，使用を差し止められた日

から使用することはできないものとする。 

⑴ 使用者がこの告示に違反している場合 

 ⑵ 届出書又は変更届出書の内容に虚偽のあることが判明した場合 

⑶ 第５条各号のいずれかに該当するに至った場合 

⑷ その他ロゴマーク等の使用継続が不適当である場合 

２ 市長は，前項の規定による使用の差止めにより使用者に生じた損害について，

一切の責任を負わないものとする。 

（使用の非独占性等） 

第10条 この告示による届出の受理は，使用者が自己の商標や意匠とするなど，

独占してロゴマーク等を使用する権利を付与し，又は商品，使用者等について

市が推奨するものではない。 
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（経費等の負担） 

第11条 市は，この告示による届出に要する費用若しくは使用に係る経費又はこ

れらに係る役務を負担しない。 

（損失補償等の責任） 

第12条 市は，ロゴマーク等の使用に起因する損失補償等について，一切の責任

を負わない。 

２ 使用者は，ロゴマーク等を使用した商品等の瑕疵により第三者に損害を与え

た場合は，これに対し全責任を負い処理するものとする。 

３ 使用者は，ロゴマーク等の使用に際し故意又は過失により市に損害を与えた

場合は，これによって生じた損害を市に賠償しなければならない。 

（事務） 

第13条 この告示に関する事務は，ふるさと振興室が行う。 

（その他） 

第14条 この告示に定めるもののほか，ロゴマーク等の使用に関し必要な事項は，

市長が別に定める。 

附 則 

この告示は，告示の日から施行する。
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別表  

 カラー：緑色及び黒色の２色を基本とし，その他のパターンは別途指定する。  

 モノクロ：次のパターンに基づき，すべて白黒で表現する。  
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第１号様式（第３条関係） 

ロゴマーク等使用届出書 

年  月  日  

南九州市長      様 

住所 

団体等名 

代表者職氏名         ㊞  

 

ロゴマーク等を使用したいので，下記のとおり届出します。 

なお，ロゴマーク等の使用に当たっては，南九州市ロゴマーク等の使用に関す

る要綱を遵守し，市から使用を差し止められた場合には，当該使用物件等の回収

等に速やかに対応し，一切の費用を負担することを誓約します。 

記 

使用する物件の区分 

（該当に○） 

１  食品       ２  食品以外の商品 

３  商品パッケージ（箱・袋等）・包装紙 

４  チラシ・パンフレット・ポスター・広告 

５  看板・店舗壁面  

６  のぼり・フラッグ・商品ＰＯＰ  

７  衣類（Ｔシャツ・はっぴ・帽子等）  

８  名刺       ９  ＷＥＢ上の使用 

10 販促用の景品  

11 その他（具体的に            ） 

使用する物件の名称 

 

 

具体的な内容（数量・規

格・販売価格等の詳細） 

 

 

製造場所（該当に○） 

１  南九州市内 ２  鹿児島県内（南九州市外） 

３  鹿児島県外  

使用場所（該当に○） 

１  南九州市内   ２  鹿児島県内及び県外 

３  その他（具体的に            ） 

使用期間     年   月   日  ～    年   月   日  

担当者名及び連絡先 

担当者名： 

電話番号：         E-mail：  

※ 添付書類等 

ロゴマーク等の使用内容が分かる資料又は見本（見本を添付できない場合，

図面や写真等）
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第２号様式（第４条関係） 

ロゴマーク等使用変更届出書 

年  月  日  

南九州市長      様 

住所 

団体等名 

代表者職氏名         ㊞  

 

     年 月 日付けで届け出た内容について，下記のとおり内容を変更し

たいので届出します。 

なお，ロゴマーク及びキャッチコピーの使用に当たっては，南九州市ロゴマー

ク等の使用に関する要綱を遵守し，市から使用を差し止められた場合には，当該

使用物件等の回収等に速やかに対応し，一切の費用を負担することを誓約します。 

記 

１ 変更内容 

項目 前回の届出内容 変更する内容 

 

  

 

  

 

  

 

  

   

 

  

※ 添付書類等 

ロゴマーク等の使用内容が分かる資料又は見本（見本を添付できない場合，

図面や写真等） 
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第３号様式（第９条関係）  

 

ロゴマーク等使用差止通知書  

 

第     号  

年  月  日  

 

団体等名  

代表者職氏名      様  

 

南九州市長       □印   

 

     年 月 日付けで使用届出のあったこのことについて，下記の理由に

より，使用を差し止めることとしたので，通知します。  

 

記  

 

１ 使用を差し止める理由  

南九州市ロゴマーク等の使用に関する要綱第９条第１項第 号に該当するた

め。  

 

 

２ 上記の内容  


